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                           Abstract 
   A questionnaire survey had been conducted of 741 male and female university students for the 
following purpose. In order to solve the structure of university students' person-media contacts and the 
factors of individual difference in which specified university students' person-media contacts. Major 
finding obtained were as follows: 
1) Six factors had been extraceted: "newspaper",  TV", "magazine", beauty information", "family", and 
   "opposite sex". 
2) In male, it became clear that self-monitoring, private self-consciousness (-), male nature, female 
  nature specified person-media contacts. By contrast, in female, it became clear that self-monitoring, 
  social skill, public self-consciousness, private self-consciousness (-), male nature specified person-
  media contacts. 
   Keywords : person-media contact, self-monitoring, self-consciousness, ocial skill, sex roll
1は じめ に
高度情報社会である今 日、我々は、日常的に
多様なメディアに接触 している。
これまでの先行研究の多 くは、メディアへの
接触率やそれらと収入や住居環境など各種属性
との関連性、また人物やメディアへ の接触が
我々の生活や意識にどのように影響を与えてい
るかについての検討である。
例えば、豊福(1998)は、大学生を対象に情
報化に対する意識 を調査 した結果、「情報先取
り指向」「対情報自律指向」亀「情報収集に対する
コス ト意識」「情報化是認 ・コミュニケーション
指向」「対情報消極指向」「情報発信指向」の6因
子を明らかにし、男性は女性に比べ 「対情報自
律指向」が高 く、女性は男性に比べ 「情報先取
り指向」「情報化是認・コミュニケーション指向」
が高いことを明らかにしている。そして、男性
は雑誌やTVな どの接触が高 く、女性は電話や
ポケットベルなどの接触が高いことも明らかに
している。五十嵐(2003)は、大学生の情報探
求性を調査 した結果、「メディア情報源の活用」
「対人情報源の活用」「一般的情報探求性」の3
因子を明らかにし、女性は男性に比べ 「対人情
報源の活用」をより意識 していること、および
TV、書籍、雑誌、新聞、携帯メールへの接触
が高いことを明らかにしている。萩原(2002)
は、ほとんどの大学生がラジオに接触していな
いものの、逆にTVには住居環境(自宅/下宿)
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による有意差 はなく日常的に接触 し、TVを長
時間視聴する者ほどニュース・報道番組や教育 ・
教養番組 を視聴せず、 ドラマ番組やバラエティ
番組 を視聴すること、特に男性はスポーツ番組
やアニメ ・マンガ番組に、女性は ドラマ番組や
音楽番組により多 く接触 していること、また雑
誌については男性は週刊誌、女性は月刊誌に主
に接触 し、新聞には男女 ともあまり接触 してい
ないことを明らかにしている。平松(2005)は、
大学生の化粧行動や化粧意識 と人物やメディァ
との接触 との関連性 を調査 し、化粧行動や化粧
意識は人物やメディアの持つ積極的 ・消極的情
報の影響 を受け、それぞれ促進 ・抑制されてい
ることを明らかにしている。
このような、メディアへの接触率や基本属性
や意識 ・態度との関連を調査 した先行研究は、
被調査者のメディアに対する実際の行動を明 ら
かにしており重要な知見を提供する。 しか しな
がら、我々の行動は余暇時間や情報機器の所有
率といった外的要因だけではなく、個人差要因
(性格特性)と いった内的要因によっても規定さ
れるにもかかわらず、従来、我々のメディア接
触 と個人差要因との関連を検討 した研究はほと
んど見ることができない。そこで本研究では、
現在の若者のメディア接触が、 どのような個人
差要因により規定されているのか検討を行った。
なお、若者 を調査対象者に選んだ理由として、
社会人とは異 なり、仕事上の必要性から情報を
得 るためにメディアに接触する必要がないた
め、社会的バイアスが低いことが挙げられる。
また、NPO法人子 どもとメディア(2005)によっ
て1日6時 間もの間も他者 と言葉を交わさない
子どもたちが小 ・中学生の調査対象者(2,143名)
の25%にも及ぶことが明らかにされていること
から、メディアではないものの、人物接触につ
いても同時に調査 を行った。
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II調 査 の概 要
1)調査方法 と調査時期
2004年4月から8月に、京都と滋賀の4年 制
大学の学生を対象に集合法で質問紙調査を実施
した。
2)被調査者
有効回答者数は741名(男子319名、女子422名)
であ り、平均年齢は男子19.55歳(SD=1.73)、
女子19.19歳(SDニ1.27)であった。
3)人物 ・メディア接触
大学生が 日常的に接 していると考え られる
父、母、兄弟/姉妹、同性友人、異性友人、恋
人などの人物について7項 目、TV番組、新聞
記事、雑誌種別などのメディアについて18項目
の合計25項目を選定した。そして、人物項 目に
ついてはどの程度日常的に話すかを 「話さない
(1)」から 「よく話す(5)」までの5件法で、
メディア項目については、 どの程度 日常的にみ
た り読んだ りするかを「みない/読まない(1)」
から 「よくみる/よく読む(5)」までの5件 法
で回答させ、得点化 した。
4)社会的スキル
社会的スキルとは対人関係を円滑に運ぶため
に役 に立つ対人関係処理スキルのことであ り、
1次元構造の性格特性である。
本研究では、菊池(1988)のKiSS-18の18項
目を用いて、「あてはまらない(1)」か ら 「あ
てはまる(5)」までの5件 法で回答 させ、得
点化した。その後、確認のため因子分析(主 因
子法 ・Varimax回転)を 行い、既存 の尺度で
ある1因子を得た。そして、簡便因子得点を算
出 し、それを以後の分析データとした。
5)自意識
自意識とは自分自身にどの程度注意を向けや
すいかに関する性格特性であ り、自分の外見や
他者に対する行動など外からみえる自己の側面
に注意を向ける程度の 「公的自意識」、自分の
内面 ・気分など外か らみえない自分の側面に注
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意を向ける程度の 「私的自意識」の2次 元構造
の性格特性である。
本研究では、菅原(1984)の自意識尺度21項
目を用いて、「あてはまらない(1)」か ら 「あ
てはまる(5)」までの5件 法で回答 させた。
その後、確認のため因子分析(主因子法 ・Vari-
max回転)を 行 い、既存 の尺度である2因 子
を得た。そして、簡便因子得点を算出し、それ
を以後の分析データとした。
6)セルフモニタリング
セルフモニタリングとは、自己をモニターし、
社会的状況に応じた適切な自己像の維持を図る
社会心理学的な自己情報伝達過程に関する1次
元構造の性格特性である。
本研究では、岩淵ら(1982)のセルフモニタ
リング尺度の25項目を用いて、「あてはまらな
い(1)」か ら 「あてはまる(5)」までの5件
法で回答させ、得点化 した。その後、確認のた
め因子分析(主因子法 ・Varimax回転)を行い、
既存の尺度である1因子を得た。そして、簡便
因子得点を算出し、それを以後の分析データと
した。
7)性役割
性役割とは、ジェンダーが含有する認知的枠
組みにおける男女それぞれがどのように行動す
るべきかという社会か らの期待 において、男女
それぞれにふさわしいとみなされる行動やパー
ソナリティに関する社会的期待 ・規範および行
動であり、自己概念において男性的とする 「男
性性」、女性的とする 「女性性」
の2次元構造の性格特注である。Table1
max回転)を 行い、既存 の尺度である2因 子
を得た。そして、簡便因子得点を算出し、それ
を以後の分析データとした。
8).フェイス項目
被調査者の性別と年齢を回答させた。
皿 結 果
1)個人差要因の基礎統計量
Table1に、男女別の各個人差要因の平均値
と標準偏差を示す。性別を独立変数とする1要
因の分散分析 を行った ところ、公的自意識が
0.1%水準で、私的自意識が1%水 準で有意 な
主効果が認められた。すなわち、男性に比べ女
性の方が他者から見られる自己の外面や自己の
内面を意識する程度が高いことがわかった。
2)人物 ・メディア接触の基礎統計量
人物 ・メディア接触項 目の評定平均値を検討
した結果(Table2)、男性では同性友人が最も
高 く、母、TVス ポーツ番組、TVニュース番
組が相対的に高いことがわかった。逆に、化粧
品コーナー店員が最も低 く、女性ファッション
誌、女性週刊誌、ビジネス誌が相対的に低いこ
とがわかった。他方、女性では同性友人が最も
高 く、母、兄弟/姉妹、女性 ファッション誌が
相対的に高いことがわかった。逆に、ビジネス
誌が最 も低 く、男性週刊誌、男性ファッション
誌が相対的に低いことがわかった。
次に、人物 ・メディア接触の男女差を検討す
個人差要因の男女差(分散分析結果)
本研究では、東(1990、1991)
の性役割尺度から、社会的望まし
さの尺度項 目を省いた40項目を用
いて 「あてはま らない(1)」か
ら 「あてはまる(5)」までの5
件法で回答させた。その後、確認
のため因子分析(主因子法 ・Vari一
男 性 女 性 性 差
平均SD平 均SD F値 有意水準
セ ル フ モ ニ タ リン グ3.020.403.070。403.01
社会的スキル 3.000.693.070.581.95
公的自意識 3.440.703.680.6418.15***
私的自意識 3.480.693.640.697.97**
男性性 3.140.773.040.742.54
女性性 3.440.743.500.531.22
***ρ ぐ.00ろ**ρ ぐ.07,*ρぐ.05
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Table2人物 ・メディア接触の基礎統計量と男女差(t検定結果)
男 性 女 性 性 差
平 均 SD 平 均 SD t値 有意水準
父 3.31 1.42 3.47 1.30 一1.55
母 3.94 1.22 4.54 0.89 一7.37***
兄剃姉妹 3.58 1.34 4.14 1.16 一5.92***
同性友人 4.36 1.05 4.80 0.57 一6.71***
異性友人 3.52 1.26 .: 1.17 一1.74
恋人 3.29 1.65 3.49 1.57 一1.61
化粧品コーナー店員 1.56 1.07 2.47 1.28 一10.24***
TVニュース番組 .: 1.20 3.72 1.13 一〇.48
TV音楽番組 3.42 1.23 3.84 1.04 一4.75***
TVドラマ 3.20 1.30 3.58 1.22 一404***
TV映画番組 3.34 1.26 3.43 1.19 一〇89
N美 容1ファッシ ョン番組 2.36 1.28 3.13 1.16 一8.28***
TVワイ ドシ ョウ!バラエティ番組 3.53 1.28 3.81 1.07 一3.10**
TVスポーツ番組 3.73 1.29 2.87 1.28 8.92***
新聞政治1経済記事 2.71 1.31 2.2s 1.19 4,57***
新聞スポーツ記事 3.28 1.42 2.43 1.32 &15***
新聞芸能記事 2.81 1.31 2.72 1.33 0.92
新聞美容ノファッシ ョン記事 2.31 1.28 2.67 1.31 一3.65
新聞演劇1アー ト記事 2.23 1.23 2.29 1.22 一〇.68
男性週刊誌 2.16 1.23 1.54 0.96 7.33***
女性週刊誌 1.76 1.08 2.15 1.32 一4.33***
情報誌 2.50 1.39 2.52 1.37 一〇.23
男性ファッシ ョン誌 2.97 1.45 1.67 1.09 13.19***
女性ファッシ ョン誌 1.70 1.10 4.07 1.08 一28,64***
ビジネス誌 1.83 1.15 1.46 0.93 466***
合 計 2.91 0.66 3.06 0.50 一3.15**
***ρ ぐ,00ろ**ρ ぐ,Ol～*ρぐ.05
るため、Levene検定により等分散性を確認後、
t検定を行った。
その結果、全項目の合計平均値は1%水 準の
有意差が認められ、男性 に比べ女性の方が全体
的な人物 ・メディア接触が高いことがわかった。
各項 目では、父、異性友人、恋人、TVニュー
ス番組、TV映画番組、新聞芸能記事、新聞演
劇/アー ト記事、情報誌で有意差が認められず、
TVワイ ドショウ/バラエティ番組で1%水 準
の、その他の項 目では0.1%水準の有意差が認
められた。男性の平均値が女性のそれを上回っ
た人物 ・メディア接触は、TVスポーツ番組、
新聞政治/経済記事、新聞スポーッ記事、男性
週刊誌、男性ファッション誌、ビジネス誌であっ
た。それら以外では、女性の平均値が男性のそ
れを上回っていた。
以上の結果から、接触の程度には男女差があ
るものの、男女とも母や同性友人には接触 し、
化粧品コーナー店員、新聞政治/経済記事、新
聞芸能記事、新聞美容/フ ァッション記事、新
聞演劇/アー ト記事、男性週刊誌、女性週刊誌、
情報誌、男性ファッション誌、ビジネス誌には
あまり接触 していないことがわかった。多 くの
項 目について男女差がみられたものの、父、異
性友人、恋人、TVニュース番組、TV映画番組、
新聞芸能記事、新聞演劇/アー ト記事、情報誌
については男女差がみられなかった。
3)人物 ・メディア接触の構造
人物 ・メディア接触について、その構造を明
らかにするため因子分析(主 因子法 ・Varimax
回転)を 行った。その結果、最低固有値1.0を
基準に6因子が明らかとなった(Table3)。
第1因 子 には新聞スポーツ記事、新聞政治/
経済記事などの項目が高 く負荷 したため、これ
を 『新聞』 と命名 した。第2因 子にはTV音楽
番組、TVドラマなどの項 目が高 く負荷 したた
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Table3人物 ・メ デ ィア 接 触 の構 造(主 因子 法 ・Varimax回転)
1
新 聞
2
N
3
雑誌
4
美容情報
5
家族
6
異性
新 聞スポーツ記事
新 聞政治 ノ経済記事
新聞芸能 記事
新聞美容1ファッション記事
新聞演劇1アー ト記事
TVスポーツ番組
TVニュース番組
0.73
0.71
0.59
0.56
0.54
0.43
0.39
0.14
-0.02
0.23
0.17
0.08
0.40
0.30
0.19
0.19
0.27
0.32
0.38
0.15
-0.03
一 〇.25
0.00
0.16
0.50
0.33
-0 .35
-0 .05
0.01
0.02
0.03
0.05
0.09
0.01
0.10
0.11
0.04
-o.04
-0.01
-0.11
1
0.14
TV音楽番組
TVドラマ
TVワイ ドショウ1バラエテ ィ番組
TV映画番組
0.11
0.03
0.07
0.18
0.70
068
0.65
058
0.02
0.10
0.02
0.14
0.17
0.15
0.07
0.00
o.〉>
0.07
0.13
0.10
0.04
-0.03
0.06
0.01
男性週刊誌
ビジネス誌
女性週刊誌
男性ファッション誌
情報誌
0.16
0.28
0.06
0.22
0.21
0.17
一 α08
0.15
0.11
0.12
/:
0.63
0.52
0.50
040
一 〇.01
0.12
0.40
-0 .13
0.25
0.00
-0.04
0.00
-0.10
-o.01
0.00
-0.01
0.04
0。18
0.26
女性フ ァッシ ョン誌
TV美容 ノフ ァッシ ョン番組
化粧品 コーナー店員
一 〇.06
0.10
-0 .02
0.15
0.51
0.07
一 〇.02
0.18
0.08
0.76
0.51
048
0.12
0.00
0.08
0.06
0.07
0.19
母
兄弟1姉妹
父
同性友人
0.01
0.03
0.09
-0.02
0.09
0.10
0.09
0.20
一 〇.04
-0.04
0.05
-0
.14
0.10
0.08
α01
11.
0.79
0.70
0.61
0.53
0.10
0.03
0.16
0,40
異性友人
恋人
0.08
0.03
0.03
0.01
0.09
0.08
0.08
0.12
0.30
0.12
0.61
0.56
固有値 5.69 3.05 2.21 1.97 1.33 1.15
累積寄与率(%) 22.77 34.98 43.81 51.69 57.02 61.63
め、これを 『TV』と命名 した。第3因 子には
男性週刊誌、ビジネス誌などの項目が高 く負荷
したため、これを 『雑誌』と命名した。第4因
子 には女性 ファッション誌、TV美容/フ ァッ
ション番組などの項 目が高 く負荷 したため、こ
れを 『美容情報』と命名 した。第5因子には母、
兄弟/姉妹 などの項目が高 く負荷 したため、こ
れを 『家族』 と命名 した。第6因 子には異性友
人、恋人の項 目が高く負荷 したため、これを『異
Table4人物 ・メディア接触の男女差(t検定結果)
性』と命名した。
以上の人物 ・メディア接触を構成する6因子
の因子得点を算出し、それを以後の分析データ
とした。
4)人物 ・メディア接触の男女差
因子分析により明らかとなった人物 ・メディ
ア接触 の各 因子 の男女差 を検討す るため、
Levenefi,定により等分散性 を確認後、t検定を
行った(Table4)。
その結果、『異性』では有意差
は認められず、『新聞』『雑誌』『美
男 性 女 性 性 差
平均 SD 平均 SD F値 有意水準
新聞 0.17 0.86-0.16 0.90 4.60***
TV 一 〇.09 0.98 0.09 0.79-2.45*
雑誌 0.25 0.90-0.24 0.81 6.91***
美容 情報 一〇.62 0.72 0.58 0.61-21.76***
家族 一〇.22 1.00 0.20 0.70-5.85***
異性 0.00 0.82 0.00 0.76-0.15
***ρ ぐ.00ろ**ρ ぐ,0ろ*ρ<.05
容情報』 『家族』で0.1%水準の、
『TV』で5%水 準 の有意差 が認
められた。
以上の結果から、男女 とも 『異
性』には同程度に接触 しているも
のの、男性は女性に比べ より多 く
『新聞』『雑誌』に接触 し、『美容情
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報』『家族』にあまり接触 していないことがわかっ
た。ほとんどの人物 ・メディア接触に男女差の
あることがわかった。そのため、より詳しく男
女の違いを明らかにするため、以後の分析は男
女別に行った。
5)人物 ・メディア接触と個人差要因の相関関係
人物 ・メディァ接触 と個人差要因との関連性
を検討するため、Pearsonの相関係数を算出し
た。
男性では(Table5)、セルフモニタリングが
『異性』と0.1%水準の有意な正の、『雑誌』と1%
水準の有意な正の、『美容情報』『家族』 と5%
水準の有意な正の相関を示 した。社会的スキル
が 『異性』と0.1%水準の有意な正の、『新聞』
と5%水 準の有意な正の相関を示 した。公的自
意識が 『TV』と1%水 準の有意な正の相関を
示した。男性性が 『新聞』 と1%水準の有意な
正の、『美容情報』 と5%水 準の有意な正の相
関を示 した。女性性が 『TV』と1%水準の有
意な正の、『新聞』 と5%水 準の有意な正の相
関を示した。
他方、女性では(Table6)、セルフモニタリ
ングが 『異性』と1%水準の有意な正の、『新聞』
と5%水準の有意な正の相関を示 した。社会的
スキルが 『異性』と0.1%水準の有意な正の、『雑
誌』『家族』 と1%水準の有意な正の、『新聞』
と5%水準の有意な正の相関を示 した。私的自
意識が 『TV』と1%水 準の有意な負の相関を
示 した。男性性が 『異性』と0.1%水準 の有意
な正の、『新聞』と1%水 準の有意な正の、『美
容情報』と5%水準の有意な正の相関を示 した。
女性性が 『家族』 と5%水準の有意な正の相関
を示 した。
以上の結果から、有意な項 目間の相関係数は
それほど高いものではないが、男性ではセルフ
モニタリングが高い者ほど 『異性』『雑誌』『美容
情報』『家族』により多 く接触 し、社会的スキル
が高い者ほど 『異性』『新聞』により多 く接触 し、
公的自意識が高い者ほど 『TV』により多 く接
触し、男性性が高い者ほど 『新聞』『美容情報』
により多 く接触 し、女性性が高い者ほど 『TV』
『新聞』により多 く接触するという関連性のあ
ることがわかった。他方、女性ではセルフモニ
タリングが高い者ほど 『異性』『新聞』により多
く接触し、社会的スキルが高い者ほど 『異性』
『雑誌』『家族』『新聞』により多 く接触 し、私的
Table5人物 ・メディア接触と個人差要因の相関関係(男 性)
新聞 TV 雑誌 美容情報 家族 異性
セルフモニタ リング0.09 0.12 0.21** 0.14* 0.13* 0.35***
社会的スキル 0.14* 0.04 0,08 一 〇.02 0.09 0.25***
公的自意識 0.06 0.18** 一 〇.02 一 〇.10 0.10 0.10
私的自意識 0.12 0.03 一 〇.07 一 〇.09 0.08 0.11
男性性 0.19** 0.03 0.12 0.16* 0.04 0.20
女性性 0.14* 0.19** 0.07 α04 0,08 0.24
***ρ ぐ,00ろ**ρ ぐ.0ろ*ρ 〈.05
Table6人物 ・メディア接触と個人差要因の相関関係(女 性)
新聞 TV 雑誌 美容情報 家族 異性
セルフモニタ リング0.13* 一 〇.04 0.11 0.05 0.05 0.16**
社会的スキル 0.14 一 〇.03 0.20** 0.08 0.20** 0.30***
公的自意識 一 〇.09 0.07 一 〇.08 0.09 o.oz 一 〇.07
私的自意識 0.08 一 〇.16** 0.01 一 〇.03 0.07 一 〇.09
男性性 0,17** 一 〇.10 0.24 0.12* 0,06 0.25***
女性性 0.11 一 〇.05 一 〇.07 0.01 0.14* 0.04
***ρ ぐ,00ろ**ρ ぐ,0ろ*ρ<.05
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自意識が高い者ほど 『TV』にあまり接触せず、
男性性が高い者ほど 『異性』『新聞』『美容情報』
により多 く接触 し、女性性が高い者ほど 『家族』
によ り接触するという関連性のあることがわ
かった。
6)人物 ・メディア接触と個人差要因との関連性
人物 ・メディア接触が個人差要因によってい
かに異なるかを検討するため、セルフモニタリ
ング、社会的スキル、公的自意識、私的自意識、
男性性、女性性の各因子の中央値に基づ き、被
調査者を男女別に高群 と低群に分 けた。そ し
て、人物 ・メディア接触の6因子を従属変数 と
し、セルフモニタリング、社会的スキル、公的
自意識、私的自意識、男性性、女性性の各因子
のそれぞれに基づ く高低の2群 を独立変数 とす
る1要 因の分散分析 を行った。
男性では(Table7)、セルフモニタリングが
『異性』で0.1%水準の有意な、『TV』「雑誌』『家
族』で5%水 準の有意な主効果を示した。すな
わち、セルフモニタリングの高群は低群に比べ
『異性』『TV』『雑誌』『家族』に一層接触 してい
ることがわかった。社会的スキルが 『異性』で
0.1%水準の有意な 『家族』で5%水準の有意な
主効果を示 した。すなわち、社会的スキルの高
群は低群に比べ 『異性』『家族』に一層接触して
いることがわかった。公的自意識が 「TV』『雑
誌』『美容情報』で5%水 準の有意な主効果を示
した。すなわち、公的自意識の高群は低群に比
べ 『TV』に一層接触 し、『雑誌』『美容情報』
に接触 していないことがわかった。男性性が『異
性』で1%水 準の有意な、『新聞』『家族』で5%
水準の有意な主効果を示 した。すなわち、男性
Table7人物 ・メディア接触と個人差要因の関連性(男 性:分 散分析結果)
新聞 TV 雑誌 美容情報 家族 異性
低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群
平 均0.170.19-0.240.070.130.37-o.69-0.56-0.34-0.04-0.210.26セ ル フ モ ニ タ リン グ
F値0.026.63*4.90*2.075.72*22.97***
社会的スキル 平 均0,130.21-0.14-0.050.270.25-o.56-0,68-0,37-0.06-0.240.26
F値0.57 0.65 0.02 1.73 6.77* 27.36***
公的自意識 平 均0.140,25-0.210.070.330.10-0.55-0.75-0.31-0.11-0.030.06
F値1.03 4.72* 3.95* 4.81* 2.44 0.69
私的自意識 平 均0.120.27-0.10-0.130.300.14-0.56-0.72-0.29-0.14-0.050.04
F値1.86 0.04 1.86 z.87 1.29 0.78
男性性 平 均0.060.31-0.12-0.070.230.28-0.63-0.62-o.36-0.07-0.160.16
F値5.71* 0.19 0.21 0.03 5.46 10.13**
女性性 平 均0,140.22-0.230.060.280.23-0.61-0.64-0.34-0.10-0.170.17
F値0.57 5.74* 0.19 0.09 3.59 11.21**
***ρ<.00ろ**ρ ぐ,0ろ*ρ ぐ,05
Tablel8人物 ・メディア接触と個人差要因の関連性(女 性:分 散分析結果)
新聞 TV 雑誌 美容情報 家族 異性
低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群
平 均 一〇.28-0.010.130.04-0.30-0.200.520,620.180.21-0.040.07セ ル フモ ニ タ リ ング
F値6.38*0.931.291.700.151.56
社会的スキル 平 均 一〇.23-0.060.050.13-0.36-0.140.530.650.090.32-0.220.20F値2.47 0.81 5.20 2.65 7.94**23.82***
公的自意識 平 均 一 〇.05-0.19-o.010.15-0.20-0.320.500.670.220.200.04-0.02F値1.71 2.82 1.55 5.17* 0.05 0.42
私的自意識 平均 一〇.25-0.040.160.00-0.25-0.280.570.600.180.220.10-0.06F値3.62 .: 0.10 0.15 0.24 3.27
男性性 平均 一〇.22-0.020.130.05-0.40-0.090.560.640.140.27-0.140.19F値3.57 0.74 11.18** 1.04 2.21 13.03***
女性性 平均 一〇.17-0.090.090.08-0.20-0.270.580.600.140.27-o.030.04F値0.57 0.01 0.46 0.03 2.73 0.52
***ρ ぐ.00ろ**ρ ぐ.0ろ*ρ<.05
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性の高群は低群に比べ 『異性』『新聞』『家族』に
一層接触 していることがわかった。女性性が『異
性』で1%水 準の有意 な、『TV』で5%水 準
の有意な主効果を示 した。すなわち、女性性の
高群は低群に比べ 『異性』『TV』に一層接触 し
ていることがわかった。
他方、女性では(Table8)、セルフモニタリ
ングが 『新聞』で5%水 準の有意な主効果を示
した。すなわち、セルフモニタリングの高群は
低群に比べ 『新聞』に一層接触 していることが
わかった。社会的スキルが 『異性』で0.1%水
準の有意な、『家族』で1%水 準の有意な、『雑
誌』で5%水 準の有意な主効果を示した。すな
わち、社会的スキルの高群は低群に比べ 『異性』
『家族』『雑誌』に一層接触していることがわかっ
た。公的自意識が 『美容情報』で5%水 準の有
意な主効果を示 した。すなわち、公的自意識の
高群は低群に比べ 『美容情報』に一層接触 して
いることがわかった。男性性が 『異性』で0.1%
水準の有意な、『雑誌』で1%水 準の有意な主
効果を示 した。すなわち、男性性の高群は低群
に比べ 『異性』『雑誌』に一層接触 していること
がわかった。
次に、人物 ・メディア接触 を規定する個人差
Table9人物 ・メディア接触と個人差要因の
重回帰分析(男 性)
新聞
Table10人物 ・メディア接触と個人差要因の
重回帰分析(女 性)
新聞
標準βt値 標準βt値
男性性 0.192.93** セルフモニ タリング 0.162.49*
TV
RZ=0.04**
TV
R2=0.03*
標準βt値 標準βt値
女性性 0.223.31**
RZ=0.05**
私的自意識
公的自意識
一 〇
.30-4.09***
0.253.41**
雑誌 R2ニ0.07***
標準βt値 雑誌
セル フモニタ リング 0.162.38* 標準βt値
R2=0.03* 男性性 0.253.94***
美容情報 RZ=0.60***
標準βt値 美容情報
男性性
私的自意識
0.223.06**
-0.14-1.97*
標準βt値
男性性 0.182.80**
異性
RZ=0.04**
家族
RZ=O.03**
標準βt値 標準βt値
セルフモニタリング
女性性
0.355.71***
0.203.28**
社会的スキル 0,233.61***
RZ=0.19***
異1生
R2=0.05***
*≠*ρ ぐ,00ろ**ρ ぐ.07,*ρ<.05 標準βt値
社会的スキル
私的自意識
男性性
0.172.31*
-0.14-2.28*
0.162.19*
RZ=0.10***
***ρ<.00ろ**ρ<.0ろ ≠ρぐ,05
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要因を明らかにするため、人物 ・メディア接触
の6因子のそれぞれを目的変数とし、セルフモ
ニタリング、社会的スキル、公的自意識、私的
自意識、男性性、女性性の6因 子を説明変数と
す るStepwiseの変i数選択法 による重回帰分析
を行った。
男性では(Table9)、『新聞』が男性性 に1%
水準で、『TV』が女性性に1%水 準で、『雑誌』
がセルフモニタリングに5%水 準で、『美容情
報』が男性性に1%水 準、私的自意識に5%水
準で、『異性』がセルフモニタリングに0.1%水
準、女性性に1%水 準で有意に選択された。『家
族』については、有意に選択された個人差要因
はなかった。
他方、女性では(Table10)、『新聞』がセル
フモニタリングに5%水 準で、『TV』が私的
自意識に0.1%水準、公的自意識に1%水 準で、
『雑誌』が男性性に0.1%水準で、『美容情報』が
男性性に1%水 準で、『家族』が社会的スキル
に0.1%水準で、『異性』が社会的スキルや私的
自意識や男性性に5%水準で有意に選択された。
以上の結果から部分的ではあるが、男性の人
物 ・メディア接触にはセルフモニタリング、私
的自意識、男性性、女性性が、女性の人物 ・メ
ディア接触にはセルフモニタリング、社会的ス
キル、公的自意識、私的自意識、男性性が規定
することがわかった。
IV考 察
本研究では、現在の若者の人物やメディア接
触が、どのような個人差要因により規定されて
いるのか、大学生を対象に検討を行った。
その結果、男性では、『新聞』が男性性に、『TV』
が女性性に、『雑誌』がセルフモニタリングに、
『美容情報』が男性性や私的自意識に、『異性』
がセルフモニタリングや女性性に規定されてい
ることが明らか となった。『新聞』が男性性の
人物 ・メディァ接触への個人差要因の影響
高さに規定される理由として、『新聞』 とは新
聞スポーツ記事、新聞政治/経済記事など紙メ
ディアとしての新聞記事が高 く付加する因子で
あ り、自己が読 もうと主体的に接触する必要の
あるメディアであること、また、男性性 とは一
般 に社会で男性に期待された行動力、決断力、
指導力、自己主張、野心などの作動的性格特性
(土肥、1994)であることから、『新聞』の接触
には行動力などの主体的な態度が必要 と考えら
れ、男性性が関連していると推察される。『TV』
が女性性の高さに規定される理由として、『TV』
はTV音楽番組、TVドラマなどの項 目が高 く
負荷する因子であること、これらの内容には情
愛 や感受 など気持ちを理解する必要があるこ
と、また女性性 とは一般に社会で女性に期待さ
れた他者への気配りや献身、愛嬌、感受性、従
順 さなどの共同的性格特性(土 肥、1994)であ
ることから、『TV』とい う内容 をただ受容す
るだけではなく、気持ちの理解する必要がある
と考えられ、女性性が関連 していると推察され
る。『雑誌』がセルフモニタリングの高さに規
定される理由として、『雑誌』 とはライフスタ
イルやビジネスに関する情報を扱う週刊誌やビ
ジネス誌などが高く負荷する因子であること、
セルフモニタリングとは社会的状況に応 じた適
切な自己像の維持を図る過程(Snyder、1974)
であることから、社会的状況に応 じて自己表出
を変えやすい者ほど、状況に適切な自己像の情
報を得ようと 『雑誌』に接触 していると推察さ
れる。『美容情報』が男性性の高 さや私的自意
識の低さに規定される理由として、『美容情報』
とは主に女性を対象 としての化粧やファッショ
ンな どの外面に関する情報である女性 ファッ
ション誌、TV美容/ファッション番組な どの
項 目が高 く負荷する因子であること、男性性と
は作動的性格特性(土肥、1994)であること、
私的自意識とは自己の感情や内面など他者から
見えない部分に向けられた意識(Feningstein
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etal、1975)であることか ら、相対的に男性を
対象 としていない 『美容情報』の接触には決断
力や行動力などの主体的な態度が必要であると
考えられ、化粧など外面に関する情報の 『美容
情報』には内面への意識があまり必要ではない
ことから、男性性や私的自意識が関連 している
と推察される。『異性』がセルフモニタリング
や女性性の高 さに規定される理由として、男性
からみた 『異性』 とは女性の友人や恋人などの
人物が高く負荷する因子であること、セルフモ
ニタリングとは社会的状況に応 じた適切な自己
像の維持を図る過程(Snyder、1974)であること、
また女性性は共同的性格特性(土 肥、1994)で
あることから、『異性』 という人物 との接触 に
は社会的状況に応 じて自己表出を変えやす く状
況に適切な自己像の選択のしやすさや、他者へ
の気配りや献身などの共同的な態度が必要であ
ると考えられ、セルフモニタリングと女性性が
関連 していると推察される。
他方、女性では、『新聞』がセルフモニタリ
ングに、『TV』が私的自意識や公的自意識に、
『雑誌』が男性性に、『美容情報』が男性性に、
『家族』が社会的スキルに、『異性』が社会的ス
キルや私的自意識や男性性に規定されているこ
とがわかった。『新聞』がセルフモニタリング
の高さに規定される理由として、『新聞』は日々
の社会的事件 などを伝えるメディアであるこ
と、セルフモニタリングとは社会的状況に応 じ
た適切 な自己像の維持を図る過程(Snyder、
1974)であることから、社会的状況に応 じて自
己表出を変えやすい者ほど、 自己の置かれる状
況を把握しようと日々の社会ニュースを伝える
『新聞』に接触するため、セルフモニタリング
が関連 していると推察される。『TV』が私的
自意識の低 さや公的自意識の高さに規定 される
理由として、『TV』とは出演者の外面を映 し
出すメディアであること、私的自意識 とは自己
の感情や内面など他者から見えない部分に向け
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られた意識、公的自意識とは他者から見 られる
自己の外面部分に向けられた意識(Feningstein
etal、1975)であることから、外面を映し出す
『TV』には内面 よりも外面への意識の向けや
すさが必要であると考えられ、公的自意識や私
的自意識が関連していると推察される。『雑誌』
が男性性の高さに規定される理由として、『雑
誌』とはライフスタイルやビジネスに関する情
報を扱う週刊誌やビジネス誌などが高く負荷す
る紙メディアの因子であり、自己が読 もうと主
体的に接触す る必要のあるメディァであるこ
と、また、男性性とは作動的性格特性(土 肥、
1994)であることから、『雑誌』の接触 には主
体的な態度が必要と考えられ、男性性が関連し
ていると推察 される。『美容情報』が男性性の
高さに規定される理由として、『美容情報』 と
は主に女性を対象とする化粧やファッシ ョンな
どの外面に関する情報である女性ファッシ ョン
誌、TV美容/フ ァッション番組な どの項 目が
高 く負荷する因子であること、また男性性 とは
作動的性格特性であること(土肥、1994)、さ
らに平松 ・牛田(2004)の研究の大学生の女性
は 『効果不安』を最 も意識 し、『必需品 ・身だ
しなみ』を意識 していないという結果を考慮す
ると、一般的に多 くの大学生の女性が化粧に対
して消極的であるなかで、化粧や美容の情報を
得ようとすることは積極的行動であることから、
『美容情報』の接触には決断力や行動力などの
主体的な態度が必要と考えられ、男性性が関連
していると推察される。『家族』が社会的スキ
ルの高さに規定される理由として、『家族』 と
は母、兄弟/姉妹などの人物項目が高 く負荷す
る因子であり、社会的スキルとは対人関係を円
滑に運ぶためのスキル(菊地、1988)であるこ
とから、『家族』 という人物 との接触 には対人
関係が円滑に行える能力が必要であると考えら
れ、社会的スキルが関連 していると推察される。
『異性』が社会的スキルや男性性の高 さ、私的
自意識の低さに規定される理由として、女性か
らみた 『異性』 とは男性の友人や恋人など人物
項 目が高 く負荷する因子であること、社会的ス
キル とは対人関係 を円滑に運ぶためのスキル
(菊地、1988)であること、男性性とは作動的
性格特性(土 肥、1994)であること、私的自意
識 とは自己の感情や内面など他者から見えない
部分 に向け られた意識(Feningsteinetal、
1975)であることか ら、『異性』という人物 と
の接触には対人関係が円滑に行える能力や他者
への自己主張などの作動的性格特性が必要であ
ると考えられ、他者への意識ではない自己の内
面への意識はあまり必要ではないと考えられる
ことか ら、『異性』とい う人物 との接触には社
会的スキルや男性性や私的自意識が関連してい
ると推察される。
Vま と め
これまで、人物やメディアについての研究で
は、その内容や接触時間、接触環境などが問題
として扱われてきた。そして、それは教育学に
おいて も例外ではない。例えば、TVと青少年
育成への害悪についての研究では、視聴時間の
長さや番組内容が問題にされ、なぜそのような
番組をみるのかという個人に焦点を当てた研究
はほとんど行われてこなかった。すなわち、人
物やメディアに接触する個人よりも、接触する
対象である人物やメディアが研究の対象 となる
ことが多かったといえる。本研究において、人
物 ・メディア接触がい くつかの個人差要因によ
り規定されることが明らかとなったことは、人
物やメディアとの適切で好ましい接触を促進す
る方略などの研究に重要な示唆を与える。
今後は、インターネットやフリーペーパーな
どの新しいメディアや地域の隣人など多様な人
物 との接触 がどのような個人差要因により促
進 ・抑制されているか検討を行いたい。
人物 ・メディァ接触への個人差要因の影響
本研究により得 られた知見を要約すると、以
下のとおりである。
1)人物 ・メディア接触の構造 として、『新聞』
『TV』『雑誌』『美容情報』『家族』『異性』の6因
子が明らかとなり、男女 とも 『異性』には同程
度に接触 しているものの、男性は女性に比べよ
り 『新聞』『雑誌』に接触 し、『美容情報』『家族』
にあまり接触 していないことがわかった。
2)男性の人物 ・メディア接触にはセルフモニ
タリング、私的自意識、男性性、女性性が、女
性の人物 ・メディア接触にはセルフモニタリン
グ、社会的スキル、公的自意識、私的自意識、
男性性が規定していることがわかった。
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